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Vasohibin-1 in human breast carcinoma: A


















Vasohibin-1 in human breast carcinoma: A potential negative
















































































正の相関を認め､ vasohibin･1がヒト乳癌においてVEGF･A､ bFGF､ Flk･1の血管新生のシグナル伝達経路
によって誘導されることがizZ tq'Wでも証明された｡次にVa80hibin･1の発現と生存率､健存率とに相関を認
めるか検討を行い､その結果va80hibin11の発現と生存率､健存率との間に統計学的に有意な負の相関を諌め､
va80hibinllの発現が予後や遠隔転移を規定する因子となりうることが示唆された0
本論文は乳腺疾患の血管新生におけるvasobibin･1発現の生物学的､病理学的重要性を示した最初の研究報
告である｡本研究で得られた結果は､将来的に乳癌の臨床-の貢献が期待される｡
よって,本論文は博士(医学)の学位論文として合格と翠める｡
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